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研究成果の概要：本研究は、以下の 3つの課題を遂行した。（１）ケニア共和国ケレニャガ県、
ニエリ県およびナクル県でのフィールドワークを複数回にわたって実施。（２）上記のデータに
厚みを持たせる作業として、2008 年 3 月に実施したイギリスでのケニア植民地時代の資料を整
理し、データ化した。さらに、（３）日本の援助機関における資料収集を通じて、開発と文化を
めぐる研究に深みをもたせた。現代的な課題である開発援助とアフリカ社会の問題は、当該社
会の定点的調査のみならず、現地社会、援助団体、国際世論など多様なアクターへの視角が必
要となる事を再確認した。 
 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 1,000,000        0  1,000,000 
２００７年度 600,000        0  600,000 
２００８年度 500,000 150,000 650,000 

年度    
  年度    
総 計 2,100,000 150,000  2,250,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文化人類学・民俗学 
キーワード：ケニア共和国、開発と文化、社会人類学、ギクユ人、コメ 
 
１．研究開始当初の背景 
 東アフリカ農村社会における開発と文化
研究は、緒に就いたばかりである。植民地時
代に植え付けられたローカルな開発概念に
加えて、第二次世界大戦後の開発政策は、地
域社会においてどのように理解されている
のか。今後、対アフリカ援助が拡大する前に、
開発をめぐる人類学的調査が早急に必要と
なる。 
 

２．研究の目的 
 これまでの開発研究は、開発経済学や国際
援助論の蓄積によって、マクロな政策研究が
主となる。しかし、「参加型開発」や「パー
トナーシップ」などの援助考を背景に、地域
社会への視点が重要である。本研究では、個
別実証的な調査データを基礎として、開発と
文化の連関を応用的なレヴェルにおいて考
察する。 
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３．研究の方法 
 本研究の主力となる方法論は、ケニア共和
国におけるフィールドワークである。2 度に
わたって実施したケレニャガ県、ニエリ県お
よびナクル県での調査では、従来の村落調査
に加えて援助機関への調査など多面的な視
点を得た。 
 一方、 調査地の歴史的事実を掘り下げる
作業もまた、開発計画の内面化、そして政策
自体の変遷を考察する上で欠かせない。しか
し、劣悪な資料の保管状況からケニア・タン
ザニア国内での史料調査には限界がある。ま
た植民地時代の東アフリカでは、植民地政府
と地域社会の間に開発をめぐる交渉の歴史
があったが、その事を記した多くの資料（イ
ギリス人行政官によって記述された各種の
統治資料など）が旧宗主国イギリスに持ち帰
られた事実も把握している。同調査では、開
発過程における地域社会と政府の関わりを
歴史的コンテクストのなかで捉えなおす目
的において、イギリスのロンドン大学東洋ア
フリカ学院および国立古文書館での関係資
料の収集を行ない、幅広い視野における開発
と文化研究を行なった。 
 
４．研究成果 
以下、本研究テーマに関わる業績について、

いくつかのテーマに分けて説明する。 
 

（１）ポリティカル・エコノミーの変化と開
発計画—地域住民の戦略をめぐって 
 
 2005 年に提出した博士論文で明らかにな
った問題点をさらに深め、フィールドワーク
をもとに実証的研究への歩を進めた。 
 まず、通底する問題点として、サハラ以南
アフリカが、21 世紀を迎えた現在もなお、多
くの苦しみに喘いでいるという看過できな
い点がある。急激な食糧高騰や HIV の蔓延に
よって、人びとの日常生活は壊滅的な状態と
なり、多くの避難民や死者を出した政治的・
社会的混乱により、政府への信用は完全に失
われている。こうした状況を背景に、アフリ
カへの支援の必要性が厚く語られた現状が
ある。 
 ところが本研究に基づくフィールドワー
クでは、開発プロジェクトの中心にいる人び
とが「貧しさの語り」に包み込まれ、生活環
境の悪化に苦しんでいる様子が浮き彫りに
なった。また、近年のポリティカル・エコノ
ミーの動きに伴う開発計画の変化や、地域社
会の反応といった微細な動きを描出する必
要性が生じてきた。そこで、石井（2006）「誰
のための開発援助か？」、石井（2008）「開発
の人類学」、石井（2007）「経済グローバル化
と特産品のゆくえ」、石井（2007）『開発フロ
ンティアの民族誌』では、従来の調査地であ

るケニア中央部のケレニャガ県ムエア郡に
展開する、政府主導の開発計画と、地域住民
であるギクユ人社会に注目した。そして、主
要産物であるコメの生産・流通の自由化がハ
ード・ランディングに開始されたのちに、社
会が大きく混乱していくなか、主体的に生計
戦略を考案し、激動を生き抜こうとする人々
の姿を描いた。 
 莫大な援助資金と政治力を兼ね備えた開
発プロジェクトは、人間中心的な開発とはな
りにくい。合理的な経済システムの導入によ
って、効果が数値として表れにくい、草の根
レヴェルの営みは低く評価されてしまう。こ
れらの論文では、地道な努力を看過し、社会
文化的な配慮を後回しにする開発計画は、地
域社会に大きな葛藤を生み出す危険性を孕
んでいるという警告を含み論じた。 
 
（２）開発計画の負の局面としての健康被害 
 
 変わらぬ問題意識として、従来の経済至上
主義に拠らない開発援助のあり方、そして内
なる発展のあり方を模索する必要性を論じ
た。 
 再度注目したケニア中央部の大規模な近
代的灌漑プロジェクトでは、日本政府からの
援助を獲得し、大幅な経営黒字を生み出すほ
どのコメの増産に成功した。しかし同時に、
石井（2009）「人間の安心と開発援助」では、
開発実践の現場での人びとの「安心」が等閑
視され続けている実情を論じた。 
 具体的に述べると、その地域では熱帯病の
蔓延や生活用水の汚染によって住民たちの
健康被害が日常化しているという点である。
水道や電気が整備されていない入植村では、
プロジェクトの始まりから問題視されてい
た水を媒介とする病気が蔓延しており、近年
の人口過密な状態によって状況は悪化して
いる。上記論文では、現地での「原虫・寄生
虫感染症」および「細菌感染症」について数
値を加えながら論じ、開発による負の側面に
目をつむり、経済成長を絶対視しようとする
暗黙の了解に対して、一石を投じた。 
 なお、本稿では新たな課題として、日本政
府によるダム建設についてもふれた。しかし、
ダム建設は現地社会の風景を変え、人びとの
生活様式を新たに律していく大きな力とな
ることは、これまでの研究で明らかである。
また、地域住民の健康や安全といった一連の
問題も据え置かれ、メンテナンスの問題も残
る。本研究が残した今後の課題として、莫大
な日本の「援助努力」が、人間の安心を支え
る助けとなること、さらに資源を融通させる
現地の協力体制を壊さず、健康をむしばむ問
題群の解決を目指すものとなる具体的な指
標をしめしたいと考える。その際、開発支援
者が、地域住民の描く未来への展望を具体的



に知り、現地社会の可能性を示す諸条件を丹
念に調べることは、とても大切な作業である。 
 
（３）民族運動の高揚—マウマウの戦いをめ
ぐって 
 
 ケニア独立後、ケニア中央部の開発・発展
の土台となったのは、「マウマウ」と呼ばれ
る社会運動である。石井（2007）「先住民運
動としてのマウマウ－英領東アフリカ・ギク
ユ人社会の政治過程」および石井（2007）「マ
ウマウの娘」では、マウマウの戦いを描き直
す作業として、政府の「記録」と人びとの「記
憶」という媒体を取り上げた。そして、この
両者の間にどのような認識の齟齬が見いだ
されるのかについて論じた。 
 1950 年代、英領東アフリカのケニアでは
「マウマウ」と呼ばれる先住民運動があった。
白人入植者によって土地を奪われ、無産化し
た人びとの一部が土地の返還を求めて立ち
上がり、ゲリラ活動を展開した運動である。
56 年まで続いたこの運動は、ケニア中央部の
セントラル州を激戦地として大きな爪痕を
残したが、イギリスからの独立の時期を早め
る結果をもたらしたとして一定の評価を受
けている。上記の２論文では、独立前夜のケ
ニアに繰り広げられたマウマウの戦いに注
目し、そのいくつかの動きを多角的に捉えつ
つ、植民者によって収奪された権利を克服し
ようとする先住民運動の政治的過程を明ら
かにした。 
 
 以上、歴史的な視点と共時的な視点をクロ
スオーバーさせ、開発と文化の総合的な理解
を目指して研究を進めた。これらの業績は、
さらなる研究意欲を沸かせるものである。す
なわち、近年のアフリカ救済を是とする国際
世論の高まりは、開発プロジェクトや援助資
金の拡大を促すものであるが、それを具体的
に支える現地社会の人びとの日常生活をど
う考えるのかという点である。この点をふく
めて、一層、研究に精進していく。 
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